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メンテナンス研究会活動状況

「住まいと設備のメンテナンスマニュアル」

2008.8.28
メンテナンス研究会
座長：森完二
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研究会メンバー

旭化成ホームズ㈱
エス・バイ・エル㈱
三洋ホームズ㈱
住友林業㈱
住友林業㈱

積水化学工業㈱
積水ハウス㈱
大成建設ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ㈱

大和ハウス工業㈱
大和ハウス工業㈱
トヨタホーム㈱
パナホーム㈱
パナホーム㈱
ミサワホーム㈱

剱持　学
五月女　哲
松村　吉郎
新井　豊
横溝　茂和
吉田　聡志
吉川　秀夫
高芝　保
古川　己則
吉岡　仙二
河合　善和
高橋　勝幸
植田　仁
比嘉　幸宏

座長：積水化学工業㈱　森　完二　　　副座長：TOTO㈱　満田　和夫

㈱INAX
㈱INAX
クリナップ㈱
クリナップ㈱

サンウエーブ工業㈱

TOTO㈱
TOTO㈱
松下電工㈱
松下電工㈱

[19年メンバー]
旭化成ホームズ㈱
積水化学工業㈱
松下電工㈱
ミサワホーム㈱

林　進
堀内　達夫
関根　延夫
鵜川　典久
鈴木　宏
小坂　和弘
大友　智香子
野津　時三
桶本　義弘

谷本　修
山上　範政
阿弥　正人
森田　哲之

オブザーブ：経済産業省　原　實、木地本　直美
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背景

世の中として、

「住宅の長期使用」の流れ

①住宅の資産価値向上

②長く快適に

　　　　　　住み継ぐ工夫

　　　　　　

ﾒﾝﾃﾅﾝｽｽｹｼﾞｭｰﾙｶﾞｲﾄﾞ

住まいのお手入れブック

２つのメンテナンスツールと
１つの報告書を出してきた

住宅産業協議会

メンテナンス研究会として

住宅と設備のメンテナンス部品
並びに対応に関する研究

長期メンテナンスとお手入れの重要性をお客様へ提供してきた
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現状

お客様

メーカー

・なんでこんなことが起きるのか？物が悪いのでは？

・直し方を教えてくれれば自分で安く直せたのに。。。

・こんなことで費用がかかるのか？。。。

不安・不満・不信

労力、ｺｽﾄ、不信

それでもトラブルは起こる、、、

・実際には電池切れなど簡単な案件が多い

・「取説」を読めば分かるのに。。。

・数分程度の修理ではお金がもらえない
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課題（研究会での議論）

どんなトラブルが多いか？　何が問題か？

・「こんな簡単なことで
　費用がかかるのか？」

・「（実際には切れていても）
　保証期間内では？」

・自動車の車検のように
　有償のﾒﾝﾃﾅﾝｽ体系が
　必要

・「おたくから買っている
　のだから責任を！」
・どこまでがお客様で
　やることか、
　メーカーですべきこと？
・危険な作業の役割

・「故障では？」
・「○○メーカーはち
　がう、おたくは製品
　がわるいのでは？」
・日常使っていれば起
　こりえることをつたえ
　られていない

・「どうやって直したら
　いいかわからない」
・「取説は多すぎて理解
　できない」
・読んでもらえる
　　　　　　マニュアル
・楽しめるＤＩＹ

製品 費用役割 説明

お客様へ必要な、正しい情報が伝わってない
「故障は起こるものだが、簡単に直るものが多い」
「当然、メーカーがお手伝いできるが、費用は掛かる」
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①故障は起こる/日常起こりうる事象と原因をしってもらう

②自分でやった方がお得/お客様でできる対処法を伝授する

③メーカーはお客様の味方/メーカーの役割を明らかにし、

　　　　　　　　　　　　　　　　　メーカーを上手に使っていただく

　　お客様が、お金を掛けずに簡単にメンテナンス！

　　そのためのメンテナンスマニュアルを作ろう！

研究のテーマ

～その気にさせるﾎﾟｲﾝﾄ～

お客様がこれらのことを知って、　

そのうえでどれがいいのか選んでもらう
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研究経過
ステップ①　～問合せ案件整理～

　　実際に多い問合せ案件を各社持寄り、整理

ステップ②　～原因と対処方法の研究～

　　社内ヒアリングやメーカー間の情報交換
　　･他社では「禁止している方法」「よりよい方法」が共有化された

ステップ③　～役割明確化とデータの整理～

　　お客様でできること、メーカーですることを分類
　　　・ＤＩＹの難易度、時間を調査

　　　・お客様でＤＩＹする場合に必要な費用の調査
　　　・メーカーで修理やお手入れをした場合の費用を各社持ちより、
　　　　価格の目安として整理

ステップ④　～予防方法や予備知識～

　　普段のお手入れでの予防、コラムで予備知識
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研究の内容

ポイント①故障は起こる

日常使っていれば、このような事は起こる!
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　・器具の故障ではない

　・なぜこのようなトラブルが起こるのか

◎トイレ　洗浄便座の例

ポイント①事象と原因をしってもらう
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ポイント②自分でやった方がお得
                               /お客様でできる対処法を伝授する
　　 自分で簡単に直せる！

自分で安く直せる！
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・自分の家の事は

　　　　　自分が一番知っている

・事情によりメーカーを上手に使う

・難しいメンテナンス

・危険なメンテナンス

・情報の提供やお手伝い

ポイント③メーカーはお客様の味方

                  /お客様とメーカーの役割を明らかにする
　　 ・自分の家は自分で守る

　　　・メーカーはその手助け（お手伝い）をする

 お客様  メーカー

一緒に
快適に、長持ちさせていく！！
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　　・メーカーや専門業者を手配するとコストがかかるが安心
　　
　　・自分でやれば安い
　　
　　・ＤＩＹをやりたい人やりたくない人、できる人できない人
　　
　　・簡単なことは自分で、難しいことはメーカーへ

　　・今は事情があってできないので、やむを得ず頼みたい。
　　

これらのことを知って頂き、やり方はお客様が選択する



「住まいと設備のメンテナナンスマニュアル」　～表紙



「住まいと設備のメンテナナンスマニュアル」　～目次



「住まいと設備のメンテナナンスマニュアル」　～使い方



「住まいと設備のメンテナナンスマニュアル」　～構成



「住まいと設備のメンテナナンスマニュアル」　～建物編



「住まいと設備のメンテナナンスマニュアル」　～建物編



「住まいと設備のメンテナナンスマニュアル」　～設備編
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「住まいと設備のメンテナンスマニュアル」の運用方法

STEP１　住宅産業協議会メンバー会社にて運用
【社内教育】

　　１）点検担当　２）受付担当　３）アフター対応担当

　

【お客様教育】

　　１）お客様セミナー　２）ショールーム案内

STEP２　ホームページからの取り出し（検討中）
　　　・お客様が必要な時に必要な情報を　

　　　　　　　　　　　　　　　　～頼れる情報源へ！
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★新たな研究テーマ

　　「住まいと設備のメンテナンスマニュアル」の作成に伴い

　　　　　　　　　　既存ツールを見直し、最新情報を発信する。

①「メンテナンススケジュールガイド」の見直し
　・材料の耐久性向上

　・長期保証化

　・省エネ促進

②「お手入れブック」の見直し
　・内容の整合性確認

　・最新ﾉｳﾊｳの取り入れ

★今後のスケジュール

8月　原稿完成

9月　印刷　各社配布　9000部　（予定価格　200円/冊）


